
1984年に出版された、松本達郎（当時・九州大学名誉教授）
の論文では、新種のアンモナイト「メヌイテス・サナダイ」
が命名されています。この時、その新種のアンモナイトを
代表する標本のひとつとして、「T. Shimanuki’ s 
Collection（嶋貫年男コレクション）」の中の1標本が選
定されています。Matsumoto (1984)を一部改変。

嶋貫氏が国立科学博物館に提供した標本は、現在も多様な研究に活用されています。左は、2021年に発
表された、新属新種のアンモナイト「ソルマイテス」を命名した論文です。この論文では、嶋貫氏が採
集した、2個体のライオプチコセラス・ミカサエンゼが研究に用いられました。右は、2019年に発表さ
れた、キャナドセラスの成長や分類に関する論文です。こちらも、嶋貫氏が提供した標本が使われてい
ます。このように、博物館に収められた標本は、決して死蔵されているのではなく、いつか来る研究の
タイミングを待っているのです。Muramiya and Shigeta (2021)、Shigeta (2019)を一部改変。

　当館に寄贈された化石の産地からもわかる通り、嶋貫氏は、北海道全域で化石採集を行い、その一部は、
採集当時から学術研究に活用されました。また嶋貫氏は、2005年に約200点の化石を国立科学博物館に提供
されました。それら嶋貫コレクションは、今なお、新たな研究に用いられ、新たな知見をもたらしています。
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